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「食」については、家庭の協力が
不可欠です。そこで、PTAだより等の
広報活動や厚生委員さんによるレシ
ピ集（冷蔵庫にある食材で手軽に作
れると評判です）作成などを通して、
本校の取組の様子や食の大切さ、
料理のアイデア等を家庭や地域に
伝えてもらっています。

PTA新聞（弁当の日に関する記事）

‾‾‾‾‾‾諒で≠「EJこJ七・P

l二．▲‾‾t千■∵亡＿ナ■：

読売新聞
平成20年6月26日

（朝刊）

これらの記事・写真
等は、読売新聞社
と西日本新聞社の
許諾を得て転載し
ています。
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ふだん、当り前のように食べている食肉が
私たちのロに運ばれるまでのことが書かれ

た絵本です。朝の「読み聞かせ」の時間に、
ボランティアの方が読んでくださいました。
尊い牛の命、畜産者の思いを生徒たちは
じっと真剣に聞き入っていました。感謝と命

ある食べ物を大切にいただく気持ちを持ち
続けてほしいものです。


